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特にご理解いただきたい点
●必ず直筆

国際、国内登録書の署名

バンダリー地図作成者の署名

●必ず英文

バンダリー地図内のリーグ名、人口

国際登録書の署名

（最終的な確認と承認は国際本部です）

●救済選手は必ず事前に申請

学校バンダリー適用など救済措置の必要な
選手は、登録時に申請が必要になります。
事前に国際本部へ申請書を提出し、許可を
得ないと世界につながる大会（全日本選手
権、インターミディエット全日本選手権）
に予選から登録できません。該当する選手
がいる場合は早めにご相談ください。

●必ず守る

２０２１年２月５日（金）の最終締め切り
は厳守でお願いします。登録作業に遅延を
きたし、締め切り前に提出した多くの連盟、
リーグのご迷惑になります

●登録時点は不要です

バンダリー地図に選手居住地の配置は登録
時点では不要です。連盟代表になってから
配置をお願いします。学校バンダリーの選
手は、学校の位置を配置してください

●最終承認は国際本部です

連盟、協会、ＤＡによる精査をへて国際本
部へ登録を申請します。最終承認は国際本
部が行います。国際本部が承認せず、修正
しての再申請が必要になる場合があります
のであらかじめご了承ください
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１2月5日（金）までに終
了しておくべきこと（登
録できなければ2021年の
リトルリーグ活動ができ
ない）

リーグのすること

 国内登録書（５P）、国際
登録書（６P）を連盟に提
出。バンダリー地図（７
P）は2020年末までに連盟
に提出している

 バンダリー地図は連盟の
承認を受けた後、確定し
たバンダリーについて理
解をし、控えを保管して
おく。承認済の地図に選
手住所を配置できる準備
をしておく

 選手保護者世帯の公共料
金など証明書類の領収書
（2021年２月１日までの
日付）を準備しておく

連盟のすること

 国際登録書、国内登録書、
バンダリー地図、連盟統合
バンダリー地図を2021年２
月５日までに日本協会に原
本を郵送で提出

 登録書、バンダリー地図を
精査。問題があった場合、
リーグに再提出を求める、
もしくは調整する

 提出が遅れる場合、日本協
会に連絡。提出が遅延して
いるリーグが少数であれば
記入ができている分は締め
切りに間に合わせる
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国内登録書に
ついて

▼誓約

押印前に必ず内容を理解
した上、提出下さい

▼押印

鮮明にお願いいたします。
電子印章の使用は不可と
します。電子認証のシス
テムが本格的になること
が予想される2022年以
降に検討します

▼提出はＡ４

署名以外の入力はパソコ
ンで行い、提出はＡ４サ
イズで印刷

▼連盟照査印

登録には連盟照査印が必
要です。連盟は、精査、
確認の上、日本協会に提
出してください

▼国際登録書との整合性

記入の際、リーグ呼称、
国際登録書とチーム数な
どは一致させてください

▼署名

和文（漢字）直筆でお願
いします

▼任意の部分

年齢、住所の号、番、建
物名の記入は任意です
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国際登録書に
ついて

▼署名

記入はブロック体でも筆
記体でも構いませんが、
必ず英文直筆でお願いし
ます

▼連絡先

会長、連絡担当者は必ず
住所、電話番号、携帯電
話番号、メールアドレス
が必要です

▼提出はＡ４

署名以外はパソコン入力
で行い提出はＡ４サイズ
を印刷したものを

▼チーム数

国内登録書と数字を一致
させてください。

チーム数に応じて国際登
録料（１チーム10米ドル
=約１０５円）が変わり
ます

▼登録後

データセンターへのアク
セスは可能です。しかし、
登録料は一括して日本協
会が国際本部へ支払いま
す
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バンダリー
地図について

▼作成はGoogleマップ

作成はGoogleマップで作成してくだ
さい。米国や一部の国はすでに
Googleマップでの電子登録です。詳
しくは配布しているGoogleマップ作
製マニュアル（HPでダウンロード）
を参照してください。提出はA４でカ
ラープリントしたものをお願いします

▼Googleマップ以外の作成

原則的には認めません。連盟内には必
ず１人は作成可能な方がおられるはず
ですから、代行いただくか指導を受け
てください。どうしても不可能な場合
は連盟または日本協会にご相談くださ
い

▼英文で記載、署名は直筆

リーグ名は国際登録書に記載した英文
表記で必ずお願いします。また記載の
表記はすべて英文でお願いします（最
終確認するのは国際本部です）「万」
「人」は使用できません。署名は直筆
でお願いします

▼選手居住地記載

登録時点では選手居住地の記入配置は
不要です

全国大会（全日本、IM全日本）連盟
大会（予選）前に選手居住地の記載は
必要です

▼登録時と一致

リーグ、連盟ともに提出したバンダ
リー地図は電子的に保存してください。
連盟代表になった時点で提出するバン
ダリー地図は登録時と一致させてくだ
さい

登録時のバンダリー地図と一致しない
場合は失格の可能性がありますのでご
注意ください

▼連盟による精査

バンダリーの重なり、「飛び地」は認
められません。連盟は精査をお願いい
ます
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個人情報、肖像権に関す
る承諾書

▼リーグのすること

記載文の内容を把握した上
で、所属リーグ名を記入。
代表者は署名押印の上、連
盟に提出する。２部作製し、
控えは保存しておく

▼連盟のすること

とりまとめて、登録書、バ
ンダリー地図とともに日本
協会へ提出

▼署名は直筆でお願いしま
す
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全日本選手権
またはIM全日本
選手権で連盟大会
（予選）の前に１

リーグのすること

▶登録選手の確認

登録選手を連盟に提出。連盟は
確認する。予選中にやむを得な
い理由で登録メンバー変更が
あった場合も、必ず連盟に報告
する。当該選手の居住、年齢を
確認しておく

▶提出書類の準備など

○年齢居住証明書（14ページ参
照）を選手ごとにとりまとめ、
連盟に精査を受ける

１住民票（生年月日、住所の証
明）

２保護者の運転免許証など

３公共料金、カードなどの領収
書、または請求書

１~３の各1点を提出（書類の日
付は2021年２月１日までのも
の）

○IMで連合チームを希望する
リーグは承認書を連盟に提出

○バンダリー地図に選手居住地
を配置 登録時に提出したバン
ダリー地図に選手居住地を記入
配置して連盟に提出

連盟のすること

バンダリー地図や登録選手につ
いての確認
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全日本選手権
またはIM全日本
選手権で連盟代表
リーグになったら①
１

リーグのすること

▼選手居住地入りバンダ
リー地図を協会へＰＤＦ送
付

・連盟の精査を受けた登録
選手の居住地を配置したバ
ンダリー地図を協会へ、他
の提出書類とともにＰＤＦ
送付する。原本は全国大会
へ携行する

▼選手の年齢居住証明

（13、14ページ参照）

連盟の精査を受けた上、

全国大会に携行し、日本協
会の精査を受ける
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▼その他の書類

○①選手登録書②チーム登録書③大会
同意書④大会運営協力同意書（12ペー
ジ参照、後日テンプレートを送付し案
内）

まず連盟に①②③④を提出し、精査と
照査印などを受けた後、日本協会へＰ
ＤＦ送付。原本は日本協会へ郵送。

○試合実績、投球数などについての書
類は記入をして全国大会に携行する

（後日案内、テンプレートを日本協会
より送付）

○大会参加証明書（12ページ参照）

大会参加を証明し、学校などに提出す
るための書類。日本協会が作成したテ
ンプレートに記入。必要事項を記入の
上、日本協会にメール送付。押印など
を受けて、学校などに提出



全日本選手権
またはIM全日本
選手権で連盟代
表リーグになっ
たら②

▼連盟のすること

・バンダリー地図を含め
提出書類を精査、確認す
る

▼日本協会のすること

・送付されたバンダリー
地図ＰＤＦを事前確認

・大会直前にリーグ携行
の年齢居住証明、バンダ
リー地図を再度精査する

・違反のあるケース、も
しくは書類への記載事項
が事実と反していること
が判明した場合、連盟代
表枠が削除されます（代
替代表リーグはなし）、
大会当日であっても失格
となる可能性があります
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▼提出について
・日本協会への提出は本来、
リーグからのものですが、精査、
照査印押印などの関係で連盟か
らの送付でも構いません
・リーグ、連盟が日本協会に
メールでＰＤＦ提出するときは
ＣＣに必ずどちらかの責任者を
入れて、情報を共有すること。
郵送の場合も、提出に関しての
情報をリーグ、連盟が共有する
こと



リーグの日本協会への事前提出書類一覧
（全日本選手権、ＩＭ全日本選手権に出場が決まったリーグ）

 選手登録書

 チーム登録書

 大会同意書

 IMでは連合

チーム承認書

 大会運営協力同意書

 選手居住地入り最新

（注）のバンダリー地図

 大会参加証明書

 宿泊申し込み

連盟の精査（照査印押印を含む）を受けて日本
協会へPDF送付。日本協会はPDF段階のものを
精査。原本は日本協会へ郵送。問題なければ→
全国大会主管連盟へＰＤＦ送付。一部の提出、
携行書類については後日テンプレートを配布、
案内します

代表リーグは日本協会が作成した証明書のテンプ
レート（後日配布）にリーグ名、選手名、学校長名、
日付などを記入して日本協会へPDFもしくはWordで
メール送付。日本協会は、協会印を押印して、PDFで
メール返送。代表リーグは学校へ提出。
＊特に要望がない場合は原本（紙）は送付しない

指定旅行代理店へ提出

11（注）連盟大会（予選）中にやむ得ない事情で選手交代があった場合はかならず連盟に報告。地図にも反映させる



選手の年齢
居住証明につ
いて
（世界につな
がる大会に必
要です）

選手の年齢とバンダリー内に居住しているかどうか
を証明する書類が３点必要（次の１３ページを参
照）です。世界へつながる連盟大会（予選）の開始
時に揃っていなければなりません。連盟大会前は連
盟が、全国大会前には日本協会が、精査を行います。
不備があればリーグにペナルティが科される場合が
あります。また、連盟代表枠が取り消されることも
あります。

全国大会には書類を携行し、日本協会の精査を受け
ます。

住民票は世帯全員が記載されているものが最適です

必要書類は確認後、返却いたします。
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選手がバンダリー内に居住の場合

・グループⅠ

１運転免許証 ２自動車関連書類（車検証、自動
車保険証書等）３保険証書

・グループⅡ

１住民票 ２固定資産税納税通知書 ３自動車納
税通知書等

・グループⅢ

１公共料金各種請求書（*１）２金融関係記録
（クレジットカード利用代金明細書等）３健康保
険による医療費額通知書 ４インターネット、
ケーブルTV、衛星放送関連書類

書類は選手本人ではなく、その親もしく
は法定後見人のものが要求されます。

各書類には住所が明確に記載されている
必要があります

書類は右記Ⅰ～Ⅲのグループからそれぞ
れ１つの書類が必要となります。

全国大会前には連盟の精査を受けた上、
携行し、日本協会のチェックを受けます

また書類の発行日付が2020年２月１日か
ら202１年２月１日までにあるか、ある
いはその期間に有効であるものでなくて
はなりません

外国籍選手は法的に１年以上の滞在が許
されていることを証明する文書などが必
要です（日本語版ルールブック17ページ
参照） （*公共料金領収書の例 ガス、電気、上下水道、ゴミ収集など）
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バンダリー外居住の選手の登録について

 救済措置によって、バンダリー外
居住でも登録は可能です。しかし、
必ず登録前に書類（英文）を日本
協会へ提出し、国際本部の承認が
必要となります

 「学校バンダリー選手」居住地が
バンダリー外で１年以上通学して
いる学校がバンダリー内にある選
手は「学校バンダリー選手」です

 学校バンダリー選手の必要書類

年齢証明に加え、「2020年４月１日か
ら2021年３月31日まで通学していたこ
とが証明できる書類（発行日は2021年
４月以降でも可）」、または「2020年
度の通知表」のどちらか１つ。

 その他の救済措置が必要な選手につい
ても手続きが必要です。必要な書類が
ある場合は日本協会で記入に関しての
ガイドを行います。
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書類のまとめ

【全リーグ共通】

●登録前に申請

（リーグ→連盟→協会）

学校バンダリーなどの救済措置が必要な選手についての
申請

●登録時に提出（2021年２月５日最終締め切り）

（リーグ→連盟→協会）

１国内登録書２国際登録書３バンダリー地図（選手居住
地なし）４個人情報と肖像権に関する承諾書

（A４プリント原本をリーグ→連盟→協会、控えを保存）

連合チーム登録書（適用するリーグ、IMのみ連盟→協
会）

●全日本選手権、IM全日本選手権連盟大会（予選）開始
前にリーグが連盟に提出

○選手の年齢、居住地を証明する書類（13ページ参照、
選手ごとにとりまとめる）

○①選手居住地入りバンダリー地図

連盟大会（予選）中にやむ得ない理由で交代した選手、
指導者をリーグは必ず連盟に届け、承認後書類を更新

【連盟代表リーグのみ】

●全日本選手権、IM全日本選手権（全国大会）前に提
出

○①に加え②選手登録書③チーム登録書④大会同意書
⑤大会協力同意書を連盟に提出、連盟が精査、照査印
が必要なものは押印ののち協会へPDF提出（原本は日本
協会に郵送で提出）日本協会はＰＤＦで主管連盟に送
付

●全国大会に携行（連盟代表リーグ）

○選手の年齢、居住地を証明する書類（13、14ページ
を参照、選手ごとにとりまとめる）。大会直前に協会
が確認し、返却

○その他 チーム、選手出場記録など。（後日案内、
協会よりテンプレート送付）

●適格宣誓書の記入 全国大会前にリーグは適格宣誓
書（英文）を記入。協会が国際本部へ提出（後日協会
より案内）
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